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論文内容の要旨
」ー
甲状腺分化型癌は一般的には発育が緩徐で、他臓器の越と比較して予後は良好である。しかし、その再
発平ー は6~30%と報告されている。再発を予見することが出米れば、術後のQOLの向上に貢献できるの
ではないかと考えられる。そこで細胞増殖能を反映する、 AgNORs (argyophilic nuclcolar organizer 
regi ons)染色は比較的簡便な子技で定量的な評価が可能であり、このAgNORscoreの再発予測因子として
の有用性を検討した。
【対象]1971年から191年に当科にて棋治手術を行った分化型甲状腺癌89例。年齢は21-77歳、半均51.5 
:! 13.5歳、男性 I~例、女性75例。乳頭癌73例、櫨胞癌16例。経過観察期間は73.0-203.8ヶ月であり、
平均117.4ヶ月士30.2ヶ月。再発は 12~IJ (13.5%)に認められた。
【方法】 AgNORs染色はCrochcd去に準じておこなった。判定は、 400倍拡大にて各標本毎に腔痕細胞核
100個あたりのAgNORdot数を計測し、 AgNORscore (score) とした。
【結果】全症例のscoreは0.32-5.61に分布し、ほぼ正規分布を示した。 scoreと臨床病理学的因子との関
連では年齢、性、組織型による差はみられなかった。しかし、 T4ではTlにくらべ、有意にscoreは高他
であった。またNlbではNOにくらべ有意にscoreが高値であった。再発12例のscoreの平均は3.56:!:1.1Iで、
再発のなかった7例の平均2.89:t1. 23と比較すると、高い傾向を示した。次にscoreをその平均値と標
準偏差より、1.74未満のLow群、1.74以上2.98未満のRelative low群、 2.98以上~.2未満のRelativehigh 
群、 4.22以上のlIigh群の4群に分けた。 High群で、は15例中5例 (33.3%)の再発があり、他の群と比較し
て有意に高い再発率であった。また、 Kaplan働 Meier法を用いた無再発曲線においてもHigh群ではLow-
Relative High群と比べて宿意に再発率が高かった。多変量解析において、被膜を越える進展を示す14
群とscorcがHigh群は独立した再発高危険群と考えられた。
【結語】分化型甲状腺癌の再発高危険群の抽出においてAgNORscoreの測定が有用であると考えられた。
論文審査の結果の要旨
分化型甲状腺癌は一般的に他臓器の癌に比べて予後良好とされているが、その再発率は6-30%であ
る。現在まで生命予後に関与する因子については多くの報告が得られているが、再発を予見する因子につ
いては報告も少なく ー致した見解が得られていない。再発を予見できれば異常の早期発見、治療機会の
拡大から、術後QOLの向上が考えられる。本研究は櫨細胞の増殖能を反映するargyrophilicnucleolar 
-205-
organizer regions (AgNORs)の染色を行い、分化型甲状腺癌の再発高危険群を抽出することを試みた
retrospectiveな検討である。 1971-91年に根治手術を行った分化型甲状腺癌89{9IJを対象とし、その内
再発は12例に認められている。AgNOR染色はCrocher法に準じて行い、腫蕩細胞核10個毎のAgNOHdot数を
計測し、これをAgNORscoreとした。全症例のscoreの平均は2.98:!: 1. 24 (0.32-5.64)であった.臨床病
理学的凶子との関連では甲状腺被膜外進展例は、腰蕩が甲状腺に限局しその最大径が 1cm以下の症例に比
べ、また両側、正中または腫痕反対側の所属リンパ節転移を有する症例では、リンパ節転移の認めない症
例に比べJ有意にscoreが高値であった。再発12W'1のscoreの平均は3.56:t L 1で、非再発7例より高い傾向
を示した。 Scoreをその平均値と標準偏差より 4群に分けると、 4.22以上のhigh群では33.3%の再発が
みられ、 Kaplan-Meier法でも他群より有意に高い再発率であった。再発形式でみると、 high群の再発例で、
は全てに局所再発が認められた。以上の結果より分化型甲状腺婚の再発高危険群の抽出においてAgNOR
scoreの有用性が示された。
本論文は、甲状腺癌手術後の再発を予測するために、 AgNOR染色を問いた細胞増殖活性の評価が有用
であることを示したものであり、分化型甲状腺癌の術後管理において再発高危険群の治療計画に寄与する
ものであると考えられる。よって著者は博士(原学)の学位を授与されるに値するものと判断された。
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